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(57)【要約】
【課題】医療機関１における情報入力の作業負担を軽減
すると共に、救急患者が搬送される医療機関１の搬送先
としての優先順位を決定する。
【解決手段】患者搬送先順位決定システムは、医療機関
１が有する医療機関装置１１と消防本部２が有する指令
台サーバ２１を備える。医療機関１では、医師ＩＤを記
憶する情報記録媒体を医師が所持し、その医師ＩＤを読
み取る情報読取装置が医療機関１の処置室の出入口の近
傍に配置されている。医療機関装置１１は、情報読取装
置から医師ＩＤと情報読取装置の配置位置情報とを取得
し、処置室に対する医師の入室及び退室を検出して、医
療機関１の空処置室の数を指令台サーバ２１に送信する
。指令台サーバ２１は、複数の医療機関装置１１から複
数の医療機関１の空処置室数を受信し、複数の医療機関
１の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関１の救急患者の搬送先としての優先順位と決定
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢情報を取得する医療機関装置と、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、前記医療機関装置が取
得した医療機関の受入態勢情報に基づき、複数の医療機関の中における各医療機関の救急
患者の搬送先としての優先順位を決定する患者搬送先順位決定装置と、
　を備える患者搬送先順位決定システムであって、
　前記医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記医療機関装置が、前記情報読取装置に接続されており、
　前記医療機関装置は、
　前記情報読取装置により医師識別情報が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師
識別情報を読み取った前記情報読取装置の配置位置を示す配置位置情報とを取得する医師
位置情報取得手段と、
　前記医師位置情報取得手段により取得された医師識別情報と配置位置情報とに基づき、
前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出する入退室検出手段と、
　前記入退室検出手段の検出に基づき、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない
空処置室であるか否かを判別する空処置室判別手段と、
　前記空処置室判別手段により判別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室
数を、前記医療機関の受入態勢情報として取得する空処置室数取得手段と、
　前記空処置室数取得手段により取得された前記医療機関の受入態勢情報を前記患者搬送
先順位決定装置に送信する受入態勢情報送信手段と、を備え、
　前記患者搬送先順位決定装置は、
　複数の前記医療機関装置から、前記受入態勢情報送信手段により送信された複数の医療
機関の受入態勢情報を受信する受入態勢情報受信手段と、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する順位決定手段と、を備える、
　ことを特徴とする患者搬送先順位決定システム。
【請求項２】
　救急患者を医療機関に搬送する救急隊員により使用される携帯端末装置を更に備え、
　前記患者搬送先順位決定装置は、前記順位決定手段により決定された各医療機関の救急
患者の搬送先としての優先順位を示す順位情報を前記携帯端末装置に送信する順位情報送
信手段を更に備え、
　前記携帯端末装置は、前記順位情報送信手段により送信された順位情報を受信して出力
する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の患者搬送先順位決定システム。
【請求項３】
　前記医療機関装置は、
　前記空処置室判別手段により判別された空処置室毎の処置室が空いた時刻である空時刻
を、前記医療機関の受入態勢情報として取得する空時刻取得手段を更に備え、
　前記医療機関装置の前記受入態勢情報送信手段は、前記空処置室数取得手段により取得
された空処置室数と、前記空時刻取得手段により取得された空処置室毎の空時刻と、を含
む受入態勢情報を前記患者搬送先順位決定装置に送信し、
　前記患者搬送先順位決定装置の前記順位決定手段は、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報に含まれる
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空処置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を
決定する空処置室数順番決定手段と、
　前記空処置室数順番決定手段により決定された医療機関の順番に同順が存在するか否か
を判別する同順判別手段と、
　前記同順判別手段により同順が存在すると判別されたときに、前記受入態勢情報受信手
段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報に含まれる空処置室毎の空時刻に基づ
き、該同順の複数の医療機関の中における、空時刻から現在までの経過時間である空経過
時間が長い医療機関の順番を決定する空時刻順番決定手段と、
　前記空処置室数順番決定手段により決定された順番と、前記空時刻順番決定手段により
決定された順番と、を組み合わせた順番を各医療機関の救急患者の搬送先としての優先順
位と決定する手段と、を有する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の患者搬送先順位決定システム。
【請求項４】
　前記空時刻順番決定手段は、
　前記同順判別手段により同順が存在すると判別されたときに、前記受入態勢情報受信手
段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報に含まれる空処置室毎の空時刻に基づ
き、該同順の医療機関毎に、医療機関の空処置室毎の空経過時間を算出する空経過時間算
出手段と、
　前記空経過時間算出手段により算出された空処置室毎の空経過時間に基づき、前記同順
の医療機関毎に、医療機関の空処置室毎の空経過時間を合計した合計空経過時間を算出す
る合計空経過時間算出手段と、
　前記合計空経過時間算出手段により算出された合計空経過時間に基づき、前記同順の複
数の医療機関の中における合計空経過時間が長い医療機関の順番を決定する手段と、を有
する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の患者搬送先順位決定システム。
【請求項５】
　前記医療機関装置は、
　前記医療機関の医師の出勤及び退勤を検出する勤怠検出手段と、
　前記勤怠検出手段の検出に基づき、前記医療機関に出勤している医師である出勤医師の
数を、前記医療機関の受入態勢情報として取得する出勤医師数取得手段と、を更に備え、
　前記医療機関装置の前記受入態勢情報送信手段は、前記空処置室数取得手段により取得
された空処置室数と、前記出勤医師数取得手段により取得された出勤医師数と、を含む受
入態勢情報を前記患者搬送先順位決定装置に送信し、
　前記患者搬送先順位決定装置の前記順位決定手段は、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報に含まれる
空処置室数に基づき、複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を決
定する空処置室数順番決定手段と、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報に含まれる
出勤医師数に基づき、複数の医療機関の中における出勤医師数が多い医療機関の順番を決
定する出勤医師数順番決定手段と、
　前記空処置室数順番決定手段により決定された順番と前記出勤医師数順番決定手段によ
り決定された順番との２つの順番の一方を主順番、他方を副順番とし、該主順番に同順が
存在する場合に、該同順の複数の医療機関の中における医療機関の順番を該副順番に基づ
き決定し、該決定した順番を各医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する
手段と、を有する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記載の患者搬送先順位決定システム。
【請求項６】
　前記医療機関において、
　前記情報読取装置が、前記医療機関の医師が出勤及び退勤するときに通過する前記医療
機関の出入口の近傍に更に配置されており、
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　前記勤怠検出手段は、前記医師位置情報取得手段により取得された医師識別情報と配置
位置情報とに基づき、前記医療機関の医師の出勤及び退勤を検出する、
　ことを特徴とする請求項５に記載の患者搬送先順位決定システム。
【請求項７】
　前記情報記録媒体は、ＩＣタグであって、該ＩＣタグは前記医療機関の医師に装着され
ており、
　前記情報読取装置は、前記ＩＣタグに記録されている情報を読み取るＩＣタグリーダで
ある、
　ことを特徴とする請求項１乃至６の何れか一項に記載の患者搬送先順位決定システム。
【請求項８】
　医療機関の医師に所持されており、前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録
されている情報記録媒体と、
　前記医療機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の
位置に応じて、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み
取る情報読取装置と、
　前記情報読取装置に接続され、前記医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢
情報を取得する医療機関装置と、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、前記医療機関装置が取
得した医療機関の受入態勢情報に基づき、複数の医療機関の中における各医療機関の救急
患者の搬送先としての優先順位を決定する患者搬送先順位決定装置と、
　を備えるシステムを用いた患者搬送先順位決定方法であって、
　前記医療機関装置が、前記情報読取装置により医師識別情報が読み取られたときに、該
医師識別情報と該医師識別情報を読み取った前記情報読取装置の配置位置を示す配置位置
情報とを取得する医師位置情報取得ステップと、
　前記医療機関装置が、前記医師位置情報取得ステップで取得された医師識別情報と配置
位置情報とに基づき、前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出する入退
室検出ステップと、
　前記医療機関装置が、前記入退室検出ステップでの検出に基づき、前記医療機関の処置
室が、医師が入室していない空処置室であるか否かを判別する空処置室判別ステップと、
　前記医療機関装置が、前記空処置室判別ステップで判別された空処置室の数を計数し、
該計数された空処置室数を、前記医療機関の受入態勢情報として取得する空処置室数取得
ステップと、
　前記医療機関装置が、前記空処置室数取得ステップで取得された前記医療機関の受入態
勢情報を前記患者搬送先順位決定装置に送信する受入態勢情報送信ステップと、
　前記患者搬送先順位決定装置が、複数の前記医療機関装置から、前記受入態勢情報送信
ステップで送信された複数の医療機関の受入態勢情報を受信する受入態勢情報受信ステッ
プと、
　前記患者搬送先順位決定装置が、前記受入態勢情報受信ステップで受信された複数の医
療機関の受入態勢情報が示す空処置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置
室数が多い医療機関の順番を、各医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定す
る順位決定ステップと、を備える、
　ことを特徴とする患者搬送先順位決定方法。
【請求項９】
　医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記情報読取装置に接続される医療機関装置が、前記情報読取装置により医師識別情報
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が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師識別情報を読み取った前記情報読取装置
の配置位置を示す配置位置情報とを取得し、該取得された医師識別情報と配置位置情報と
に基づき、前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出し、該検出に基づき
、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない空処置室であるか否かを判別し、該判
別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室数を、前記医療機関の救急患者の
受け入れ態勢を示す受入態勢情報として取得し、該取得された前記医療機関の受入態勢情
報を送信し、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、複数の医療機関の中に
おける各医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位を決定する患者搬送先順位決定装
置であって、
　複数の前記医療機関装置から送信された複数の医療機関の受入態勢情報を受信する受入
態勢情報受信手段と、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する順位決定手段と、を備える、
　ことを特徴とする患者搬送先順位決定装置。
【請求項１０】
　医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記情報読取装置に接続される医療機関装置が、前記情報読取装置により医師識別情報
が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師識別情報を読み取った前記情報読取装置
の配置位置を示す配置位置情報とを取得し、該取得された医師識別情報と配置位置情報と
に基づき、前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出し、該検出に基づき
、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない空処置室であるか否かを判別し、該判
別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室数を、前記医療機関の救急患者の
受け入れ態勢を示す受入態勢情報として取得し、該取得された前記医療機関の受入態勢情
報を送信し、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続されるコンピュータを、
　複数の前記医療機関装置から送信された複数の医療機関の受入態勢情報を受信する受入
態勢情報受信手段、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する順位決定手段、
　として機能させるためのプログラム。
【請求項１１】
　医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記情報読取装置に接続され、前記医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢
情報を取得する受入態勢情報取得装置であって、
　前記情報読取装置により医師識別情報が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師
識別情報を読み取った前記情報読取装置の配置位置を示す配置位置情報とを取得する医師
位置情報取得手段と、
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　前記医師位置情報取得手段により取得された医師識別情報と配置位置情報とに基づき、
前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出する入退室検出手段と、
　前記入退室検出手段の検出に基づき、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない
空処置室であるか否かを判別する空処置室判別手段と、
　前記空処置室判別手段により判別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室
数を、前記医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢情報として取得する空処置
室数取得手段と、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、複数の前記医療機関装
置の前記空処置室数取得手段により取得される複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する患者搬送先順位決定装置に、前
記空処置室数取得手段により取得された前記医療機関の受入態勢情報を送信する受入態勢
情報送信手段と、を備える、
　ことを特徴とする受入態勢情報取得装置。
【請求項１２】
　医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記情報読取装置に接続されるコンピュータを、
　前記情報読取装置により医師識別情報が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師
識別情報を読み取った前記情報読取装置の配置位置を示す配置位置情報とを取得する医師
位置情報取得手段、
　前記医師位置情報取得手段により取得された医師識別情報と配置位置情報とに基づき、
前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出する入退室検出手段、
　前記入退室検出手段の検出に基づき、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない
空処置室であるか否かを判別する空処置室判別手段、
　前記空処置室判別手段により判別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室
数を、前記医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢情報として取得する空処置
室数取得手段、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、複数の前記医療機関装
置の前記空処置室数取得手段により取得される複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する患者搬送先順位決定装置に、前
記空処置室数取得手段により取得された前記医療機関の受入態勢情報を送信する受入態勢
情報送信手段、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、救急患者が搬送される医療機関の搬送先としての優先順位を決定する患者搬
送先順位決定システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、救急患者の医療を確保するためのシステムとして、複数の救急医療機関から、診
療科別医師の存否、診療科別処置（手術等）の可否、病室の空床状況等の救急医療情報を
収集して、救急の通報を受け付ける消防本部に提供する救急医療情報システムが用いられ
ている。救急隊員は、この救急医療情報システムにより消防本部に提供されている救急医
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療情報を参照し、救急患者の受け入れが可能な救急医療機関を選定して、選定した救急医
療機関に救急患者を搬送する。
【０００３】
　また、救急患者が搬送される医療機関を選定するための技術としては、例えば、患者の
症状に合った受け入れ可能な医療機関を検索するために、救急車の車載装置において患者
の映像及び生体情報を入力して医療機関に送信し、送信された情報に基づき医療機関がそ
の患者の受け入れが可能であるか否かを判断するものがある（例えば特許文献１参照）。
【０００４】
　また、その他にも、救急車で救急患者の診断部位に関する画像情報を収集して救命セン
ターに転送し、救命センターで、画像情報を元に救急患者の診断を行い、診断結果と救急
車の現在位置とに基づいて救急患者を搬送すべき搬送先病院を救急車に指示するものもあ
る（例えば特許文献２参照）。
【０００５】
　また、市町村の枠組みにこだわらずに患者発生現場に近い順に所望の医療機関を簡単な
検索操作で検出するための技術もある（例えば特許文献３参照）。その技術では、検索す
る対象の管轄範囲の地図を格子状に区画して得られる複数のセグメントに基づき、各医療
機関毎に、所属するセグメント、診療科目等の医療情報をデータベースに記憶させておく
。そして、患者発生現場が所属するセグメントと診療科目とを指定する検索指令が入力さ
れると、指定されたセグメントを中心に近い順に、指定された診療科目を有する診療機関
を検索する。
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－３５５２７５号公報
【特許文献２】特開２００４－１５７９３０号公報
【特許文献３】特開平８－２４９４０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、現在用いられている上述の救急医療情報システムでは、そのシステムに参加
する救急医療機関側で、医師、看護師、事務員等の救急医療機関の職員がシステムの端末
装置を操作して救急医療情報を入力している。このため、入力操作を行う救急医療機関側
の作業負担が大きい。
【０００８】
　また、例えば、救急医療機関の手術室等の処置室において医師が他の患者の処置を行っ
ている最中には、例え救急患者がその救急医療機関に搬送されてきても、救急患者への処
置を直ちに行うことができない可能性が高い。そのため、救急患者への処置の可否等の救
急医療情報に変化が生じた場合には、その変化した救急医療情報を救急医療機関側で直ち
に入力して更新する必要があり、更新されない場合には、救急患者に直ちに対応できない
救急医療機関が、救急患者の搬送先として選定されることが起こり得る。
【０００９】
　このため、現在用いられているシステムでは、各救急医療機関に対して、救急医療情報
が変化する度にリアルタイムに救急医療情報を更新することが要求されており、情報の変
化に応じて更新作業を行う救急医療機関側の作業負担は大きなものとなっていた。
【００１０】
　また、上記特許文献１、特許文献２、及び特許文献３に記載の技術は、救急患者の症状
や位置に応じて救急医療機関を選定するためのものであるため、救急医療機関における情
報の入力作業を軽減することはできない。
【００１１】
　本発明は、上記実状に鑑みてなされたものであり、医療機関における情報入力の作業負
担を軽減すると共に、救急患者が搬送される医療機関の搬送先としての優先順位を決定す
ることができる患者搬送先順位決定システムを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点に係る患者搬送先順位決定システムは、
　医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢情報を取得する医療機関装置と、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、前記医療機関装置が取
得した医療機関の受入態勢情報に基づき、複数の医療機関の中における各医療機関の救急
患者の搬送先としての優先順位を決定する患者搬送先順位決定装置と、
　を備える患者搬送先順位決定システムであって、
　前記医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記医療機関装置が、前記情報読取装置に接続されており、
　前記医療機関装置は、
　前記情報読取装置により医師識別情報が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師
識別情報を読み取った前記情報読取装置の配置位置を示す配置位置情報とを取得する医師
位置情報取得手段と、
　前記医師位置情報取得手段により取得された医師識別情報と配置位置情報とに基づき、
前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出する入退室検出手段と、
　前記入退室検出手段の検出に基づき、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない
空処置室であるか否かを判別する空処置室判別手段と、
　前記空処置室判別手段により判別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室
数を、前記医療機関の受入態勢情報として取得する空処置室数取得手段と、
　前記空処置室数取得手段により取得された前記医療機関の受入態勢情報を前記患者搬送
先順位決定装置に送信する受入態勢情報送信手段と、を備え、
　前記患者搬送先順位決定装置は、
　複数の前記医療機関装置から、前記受入態勢情報送信手段により送信された複数の医療
機関の受入態勢情報を受信する受入態勢情報受信手段と、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する順位決定手段と、を備える、
　ことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の第２の観点に係る患者搬送先順位決定方法は、
　医療機関の医師に所持されており、前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録
されている情報記録媒体と、
　前記医療機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の
位置に応じて、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み
取る情報読取装置と、
　前記情報読取装置に接続され、前記医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢
情報を取得する医療機関装置と、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、前記医療機関装置が取
得した医療機関の受入態勢情報に基づき、複数の医療機関の中における各医療機関の救急
患者の搬送先としての優先順位を決定する患者搬送先順位決定装置と、
　を備えるシステムを用いた患者搬送先順位決定方法であって、
　前記医療機関装置が、前記情報読取装置により医師識別情報が読み取られたときに、該
医師識別情報と該医師識別情報を読み取った前記情報読取装置の配置位置を示す配置位置
情報とを取得する医師位置情報取得ステップと、
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　前記医療機関装置が、前記医師位置情報取得ステップで取得された医師識別情報と配置
位置情報とに基づき、前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出する入退
室検出ステップと、
　前記医療機関装置が、前記入退室検出ステップでの検出に基づき、前記医療機関の処置
室が、医師が入室していない空処置室であるか否かを判別する空処置室判別ステップと、
　前記医療機関装置が、前記空処置室判別ステップで判別された空処置室の数を計数し、
該計数された空処置室数を、前記医療機関の受入態勢情報として取得する空処置室数取得
ステップと、
　前記医療機関装置が、前記空処置室数取得ステップで取得された前記医療機関の受入態
勢情報を前記患者搬送先順位決定装置に送信する受入態勢情報送信ステップと、
　前記患者搬送先順位決定装置が、複数の前記医療機関装置から、前記受入態勢情報送信
ステップで送信された複数の医療機関の受入態勢情報を受信する受入態勢情報受信ステッ
プと、
　前記患者搬送先順位決定装置が、前記受入態勢情報受信ステップで受信された複数の医
療機関の受入態勢情報が示す空処置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置
室数が多い医療機関の順番を、各医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定す
る順位決定ステップと、を備える、
　ことを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の第３の観点に係る患者搬送先順位決定装置は、
　医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記情報読取装置に接続される医療機関装置が、前記情報読取装置により医師識別情報
が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師識別情報を読み取った前記情報読取装置
の配置位置を示す配置位置情報とを取得し、該取得された医師識別情報と配置位置情報と
に基づき、前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出し、該検出に基づき
、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない空処置室であるか否かを判別し、該判
別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室数を、前記医療機関の救急患者の
受け入れ態勢を示す受入態勢情報として取得し、該取得された前記医療機関の受入態勢情
報を送信し、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、複数の医療機関の中に
おける各医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位を決定する患者搬送先順位決定装
置であって、
　複数の前記医療機関装置から送信された複数の医療機関の受入態勢情報を受信する受入
態勢情報受信手段と、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する順位決定手段と、を備える、
　ことを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の第４の観点に係るプログラムは、
　医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
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て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記情報読取装置に接続される医療機関装置が、前記情報読取装置により医師識別情報
が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師識別情報を読み取った前記情報読取装置
の配置位置を示す配置位置情報とを取得し、該取得された医師識別情報と配置位置情報と
に基づき、前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出し、該検出に基づき
、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない空処置室であるか否かを判別し、該判
別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室数を、前記医療機関の救急患者の
受け入れ態勢を示す受入態勢情報として取得し、該取得された前記医療機関の受入態勢情
報を送信し、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続されるコンピュータを、
　複数の前記医療機関装置から送信された複数の医療機関の受入態勢情報を受信する受入
態勢情報受信手段、
　前記受入態勢情報受信手段により受信された複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する順位決定手段、
　として機能させるためのものである。
【００１６】
　また、本発明の第５の観点に係る受入態勢情報取得装置は、
　医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記情報読取装置に接続され、前記医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢
情報を取得する受入態勢情報取得装置であって、
　前記情報読取装置により医師識別情報が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師
識別情報を読み取った前記情報読取装置の配置位置を示す配置位置情報とを取得する医師
位置情報取得手段と、
　前記医師位置情報取得手段により取得された医師識別情報と配置位置情報とに基づき、
前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出する入退室検出手段と、
　前記入退室検出手段の検出に基づき、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない
空処置室であるか否かを判別する空処置室判別手段と、
　前記空処置室判別手段により判別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室
数を、前記医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢情報として取得する空処置
室数取得手段と、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、複数の前記医療機関装
置の前記空処置室数取得手段により取得される複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する患者搬送先順位決定装置に、前
記空処置室数取得手段により取得された前記医療機関の受入態勢情報を送信する受入態勢
情報送信手段と、を備える、
　ことを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の第６の観点に係るプログラムは、
　医療機関において、
　前記医療機関の医師を識別する医師識別情報が記録されている情報記録媒体が、前記医
療機関の医師に所持されており、
　前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が、前記医療
機関の処置室の出入口の近傍に配置されており、前記医療機関における医師の位置に応じ
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て、該医師が所持する前記情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取り、
　前記情報読取装置に接続されるコンピュータを、
　前記情報読取装置により医師識別情報が読み取られたときに、該医師識別情報と該医師
識別情報を読み取った前記情報読取装置の配置位置を示す配置位置情報とを取得する医師
位置情報取得手段、
　前記医師位置情報取得手段により取得された医師識別情報と配置位置情報とに基づき、
前記医療機関の処置室に対する医師の入室及び退室を検出する入退室検出手段、
　前記入退室検出手段の検出に基づき、前記医療機関の処置室が、医師が入室していない
空処置室であるか否かを判別する空処置室判別手段、
　前記空処置室判別手段により判別された空処置室の数を計数し、該計数された空処置室
数を、前記医療機関の救急患者の受け入れ態勢を示す受入態勢情報として取得する空処置
室数取得手段、
　複数の前記医療機関装置と通信ネットワークを介して接続され、複数の前記医療機関装
置の前記空処置室数取得手段により取得される複数の医療機関の受入態勢情報が示す空処
置室数に基づき、該複数の医療機関の中における空処置室数が多い医療機関の順番を、各
医療機関の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する患者搬送先順位決定装置に、前
記空処置室数取得手段により取得された前記医療機関の受入態勢情報を送信する受入態勢
情報送信手段、
　として機能させるためのものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、医療機関における情報入力の作業負担を軽減すると共に、救急患者が
搬送される医療機関の搬送先としての優先順位を決定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００２０】
［第１の実施の形態］
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムの構成例を概略
的に示すブロック図である。
　図示するように、本実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムは、救急患者の搬送
先とされることが可能な複数の医療機関１ａ、１ｂ、・・・（以下、各医療機関を区別せ
ずに医療機関１と記載することがある）と、救急の通報を受け付けて救急患者の搬送を救
急隊員に指令する消防本部２と、を備えている。
【００２１】
　医療機関１は例えば病院であり、それぞれ、医療機関装置１１ａ、１１ｂ、・・・（以
下、各医療機関装置を区別せずに医療機関装置１１と記載することがある）を備えている
。医療機関装置１１は、例えば医療機関１内のコンピュータネットワークシステムにおけ
るサーバ装置である。医療機関装置１１は、医療機関１における救急患者の受け入れ態勢
を示す受入態勢情報を取得する。このため、医療機関装置１１は、受入態勢情報取得装置
として機能する。
【００２２】
　ここで受入態勢情報について説明する。例え救急患者が医療機関に搬送されたとしても
、その医療機関において救急患者の受け入れ態勢が整っていなければ、搬送された救急患
者に対して迅速に医療処置を行うことができない。一方で、受け入れ態勢が整っていれば
、搬送された救急患者に対して迅速に医療処置を行うことができる。そこで、本実施の形
態に係る患者搬送先順位決定システムでは、救急患者の受け入れ態勢が整っている医療機
関が、救急患者の搬送先としての優先順位が上位になるように、順位の決定に際して、医
療機関毎の救急患者の受け入れ態勢の整い具合を示す受入態勢情報を利用する。
【００２３】
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　受入態勢情報として、本実施の形態では、具体的には、患者に対する手術等の医療処置
を行うために医療機関が有している処置室の中で、現在医療処置が行われておらずに空い
ている処置室（以下、空処置室と称する）の数を用いる。これは、例え救急患者が医療機
関に搬送されたとしても、空処置室がなければ、医師が直ちに救急患者に医療処置を行う
ことができないからである。また、救急患者の搬送先としての医療機関が選定される時点
で、空処置室の数が多い医療機関である程、救急患者が到着した時点でも、実際に空処置
室がある確率が高いと考えられるからである。
【００２４】
　消防本部２は、指令台サーバ２１を備えている。指令台サーバ２１は、例えば消防本部
２内のコンピュータネットワークシステムにおけるサーバ装置である。指令台サーバ２１
は、専用線、インターネット、ＩＰｓｅｃ(Security Architecture for Internet Protoc
ol)－ＶＰＮ(virtual private network)等の通信ネットワーク３を介して、複数の医療機
関装置１１（１１ａ、１１ｂ、・・・）と接続されている。
【００２５】
　指令台サーバ２１は、例えば、医療機関装置１１が取得した医療機関１の受入態勢情報
に基づき、複数の医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の中における各医療機関１（１ａ、
１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先順位を決定する。このため、指令台サー
バ２１は、患者搬送先順位決定装置として機能する。
【００２６】
　指令台サーバ２１は、具体的には、複数の医療機関装置１１（１１ａ、１１ｂ、・・・
）から複数の医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の空処置室の数を受信し、複数の医療機
関１（１ａ、１ｂ、・・・）の中における空処置室数が多い医療機関１（１ａ、１ｂ、・
・・）の順番を、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先
順位と決定する。
【００２７】
　次に、医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の内部システムの構成を説明する。なお、こ
こでは、医療機関１の１つである医療機関１ａについて説明するが、他の医療機関１ｂ、
・・・も同様の構成とすることができる。
【００２８】
　図２は、医療機関１ａの内部システムの構成例を概略的に示すブロック図である。
　図示するように、医療機関１ａには医師１２がおり、医師１２は、各医師を識別するた
めの識別情報である医師識別情報が記録されている情報記録媒体を所持している。
【００２９】
　具体的には、本実施の形態においては、複数の医師１２に、各医師の識別子である医師
ＩＤが記録されているパッシブタグ１３が、情報記録媒体として装着されている。例えば
、医師αが装着しているパッシブタグ１３には、医師αの医師ＩＤが記録されており、医
師βが装着しているパッシブタグ１３には、医師βの医師ＩＤが記録されている。パッシ
ブタグ１３は、電波を利用して例えば約１ｍ以下の近距離で情報の送受信が可能である。
【００３０】
　また、医療機関１ａは、処置室１４を備えており、処置室１４の出入口１５の近傍には
、情報記録媒体に記録されている医師識別情報を読み取る情報読取装置が配置されている
。情報読取装置は、医師１２の位置に応じて、医師１２が所持している情報記録媒体に記
録されている医師識別情報を読み取る。
【００３１】
　具体的には、本実施の形態においては、情報読取装置として、複数の処置室１４の出入
口１５のそれぞれの近傍に、パッシブタグ１３に電波を発信する一対のエキサイタ１６と
、パッシブタグ１３からの電波を受信するロケーションレシーバ１７とが、設置されてい
る。そして、これらの一対のエキサイタ１６とロケーションレシーバ１７との組み合わせ
が、タグリーダとして機能し、パッシブタグ１３に記録されている情報を読み取る。
【００３２】
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　一対のエキサイタ１６は、処置室１４の出入口１５の近傍に設置されている２つのエキ
サイタ１６から構成されており、その一方は処置室１４の外部に、他方は処置室１４の内
部に設置されている。例えば、一対のエキサイタ１６のそれぞれは、処置室１４の出入口
１５の近傍で、処置室外の天井と処置室内の天井とに設置されている。
　エキサイタ１６は、電波を継続発信しており、その電波には各エキサイタ１６を識別す
るための識別子であるエキサイタＩＤが重畳されている。
【００３３】
　パッシブタグ１３は、エキサイタ１６から発信されている電波を受信可能な範囲（以下
、エキサイタ１６の検知範囲と称する）に入ると、その電波を受信し、受信した電波から
エキサイタＩＤを取得する。エキサイタＩＤを取得したパッシブタグ１３は、取得したエ
キサイタＩＤと、自ら記憶している医師ＩＤと、を重畳した電波を発信する。
【００３４】
　ロケーションレシーバ１７は、パッシブタグ１３が発信した電波を受信し、受信した電
波からエキサイタＩＤと医師ＩＤとを取得する。
　更に、ロケーションレシーバ１７は、取得したエキサイタＩＤを、そのエキサイタＩＤ
で識別されるエキサイタ１６が設置されている場所を示すエキサイタ位置情報に変換する
。
【００３５】
　具体的には、ロケーションレシーバ１７は、医療機関１ａに設置されているすべてのエ
キサイタ１６に対して、エキサイタＩＤとエキサイタ位置情報との対応関係を示す変換テ
ーブルを記憶している。ロケーションレシーバ１７は、この変換テーブルを用いてエキサ
イタＩＤを変換して、エキサイタ位置情報を取得する。
【００３６】
　例えば、ロケーションレシーバ１７は、１番処置室の出入口１５の外側に設置されてい
るエキサイタ１６のエキサイタＩＤを受信した場合には、エキサイタ位置情報「１番外側
」に変換し、１番処置室の出入口１５の内側に設置されているエキサイタ１６のエキサイ
タＩＤを受信した場合には、エキサイタ位置情報「１番内側」に変換する。また、２番処
置室の出入口１５の外側に設置されているエキサイタ１６のエキサイタＩＤを受信した場
合には、エキサイタ位置情報「２番外側」に変換し、２番処置室の出入口１５の内側に設
置されているエキサイタ１６のエキサイタＩＤを受信した場合には、エキサイタ位置情報
「２番内側」に変換する。
【００３７】
　ロケーションレシーバ１７は、医療機関装置１１ａに接続されており、取得した医師Ｉ
Ｄとエキサイタ位置情報とを医療機関装置１１ａに送信する。
　医療機関装置１１ａは、ロケーションレシーバ１７から受信した医師ＩＤとエキサイタ
位置情報とに基づき、処置室１４に対する医師１２の入室及び退室を検出する。
【００３８】
　なお、ロケーションレシーバ１７は、医療機関装置１１ａに医師ＩＤとエキサイタＩＤ
とを送信し、医療機関装置１１ａ側で、エキサイタＩＤがエキサイタ位置情報に変換され
るようにしても良い。
【００３９】
　また、図２の例では、出入口１５に１対のエキサイタ１６をそれぞれ有する２つの処置
室１４に対して、１つのロケーションレシーバ１７が設置されている。しかし、ロケーシ
ョンレシーバ１７の個数及び設置場所はこれに限られるものではない。例えば、２つの処
置室１４のそれぞれの出入口１５の近傍に、別々のロケーションレシーバ１７を設置する
ようにしても良い。また、エキサイタ１６の数及び設置場所に応じて、ロケーションレシ
ーバ１７の数及び設置場所を適宜決定するようにしても良い。
【００４０】
　図３は、医療機関装置１１ａの構成例を概略的に示すブロック図である。
　なお、他の医療機関装置１１ｂ、・・・も同様の構成とすることができる。
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　図示するように、医療機関装置１１ａは、通信部１１１と、記憶部１１２と、制御部１
１３と、を備えている。
【００４１】
　通信部１１１は、通信インタフェース等を備え、医療機関装置１１ａに接続される装置
との通信に用いられる。具体的には、医療機関装置１１ａは、通信部１１１を用いて、ロ
ケーションレシーバ１７及び消防本部２の指令台サーバ２１とデータの送受信を行う。
【００４２】
　記憶部１１２は、ハードディスク等の補助記憶装置を備え、様々な情報やプログラム等
を記憶する。例えば、記憶部１１２は、各医療機関を識別するための識別子である医療機
関ＩＤのうち、医療機関１ａに割り当てられている医療機関ＩＤを記憶している。また、
記憶部１１２には、医療機関１ａの救急患者の受入態勢情報を取得するためのプログラム
等が格納されている。
【００４３】
　制御部１１３は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１４、ＲＯＭ（Read Only Mem
ory）１１５、ＲＡＭ（Random Access Memory）１１６等から構成され、データの演算処
理を行うと共に、医療機関装置１１ａの全体を制御する。制御部１１３における演算処理
及び制御処理は、具体的には、ＣＰＵ１１４が、ＲＡＭ１１６を作業領域として使用して
各種データを一時的に記憶させながら、ＲＯＭ１１５に記憶されている制御プログラムを
実行することにより行われる。
【００４４】
　制御部１１３が、ＲＯＭ１１５や記憶部１１２に記憶されているプログラムに従って、
通信部１１１及び記憶部１１２を制御することにより、医療機関装置１１ａにおいて、医
療機関１ａの救急患者の受入態勢情報を取得するための処理が実行される。
【００４５】
　次に、医療機関装置１１ａにおいて実行される処理を具体的に説明する。
　図４は、医療機関装置１１ａの機能的な構成例を概略的に示すブロック図である。
　図示するように、医療機関装置１１ａは、制御部１１３の処理により実現される機能的
な構成として、医師位置情報取得部１２１と、入退室検出部１２２と、空処置室判別部１
２３と、空処置室数取得部１２４と、受入態勢情報送信部１２５と、を備える。また、医
療機関装置１１ａは、記憶部１１２に記憶されているデータとして、入退室管理テーブル
１２６を備えている。
【００４６】
　医師位置情報取得部１２１は、処置室１４の出入口１５の近傍に配置されているエキサ
イタ１６及びロケーションレシーバ１７で構成される情報読取装置により医師ＩＤが読み
取られたときに、医師ＩＤと、医師ＩＤを読み取った情報読取装置の配置位置情報と、を
取得する。
【００４７】
　例えば、パッシブタグ１３を装着した医師１２が、エキサイタ１６の検知範囲内を通過
すると、上述したパッシブタグ１３及びエキサイタ１６の動作により、ロケーションレシ
ーバ１７は、パッシブタグ１３に記録されている医師ＩＤを読み取る。更に、ロケーショ
ンレシーバ１７は、読み取った医師ＩＤと、その検知範囲を形成しているエキサイタ１６
のエキサイタ位置情報と、を取得し、医療機関装置１１ａに送信する。
【００４８】
　医療機関装置１１ａ側では、医師位置情報取得部１２１が、ロケーションレシーバ１７
から、医師ＩＤと、情報読取装置の配置位置情報としてのエキサイタ位置情報とを受信し
て取得する。
　医師位置情報取得部１２１は、医師ＩＤとエキサイタ位置情報とを取得すると、医師Ｉ
Ｄ毎に、エキサイタ位置情報を例えば記憶部１１２に記録していく。
【００４９】
　入退室検出部１２２は、医師位置情報取得部１２１が取得した医師ＩＤとエキサイタ位
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置情報とに基づき、医療機関１ａの処置室１４に対する医師１２の入室及び退室を検出す
る。
【００５０】
　具体的には、入退室検出部１２２は、医師位置情報取得部１２１がロケーションレシー
バ１７から医師ＩＤとエキサイタ位置情報とを受信したときに、そのエキサイタ位置情報
と、その医師ＩＤと同一の医師ＩＤに対応して記憶部１１２に既に記録されている前回受
信したエキサイタ位置情報と、を比較して、医師１２の処置室１４への入室及び処置室１
４からの退室を検出する。
【００５１】
　例えば、医師位置情報取得部１２１が、医師αを示す医師ＩＤに対応して、１番処置室
の出入口１５の外側を示すエキサイタ位置情報「１番外側」に続いて、１番処置室の出入
口１５の内側を示すエキサイタ位置情報「１番内側」を受信した場合には、医師αが１番
処置室の出入口１５を外側から内側に向かって移動しているため、入退室検出部１２２は
、医師αが１番処置室に入室したことを検出する。
【００５２】
　また、医師位置情報取得部１２１が、医師αを示す医師ＩＤに対応して、１番処置室の
出入口１５の内側を示すエキサイタ位置情報「１番内側」に続いて、１番処置室の出入口
１５の外側を示すエキサイタ位置情報「１番外側」を受信した場合には、医師αが１番処
置室の出入口１５を内側から外側に向かって移動しているため、入退室検出部１２２は、
医師αが１番処置室から退出したことを検出する。
【００５３】
　空処置室判別部１２３は、入退室検出部１２２の検出に基づき、医療機関１ａの処置室
１４が、医師１２が入室していない空処置室であるか否かを判別する。
　具体的には、空処置室判別部１２３は、入退室検出部１２２が医師毎の処置室別の入室
及び退室を検出すると、その検出結果を受け取り、検出結果に基づき、医師毎の処置室別
の入室及び退室を管理する入退室管理テーブル１２６を更新する。
【００５４】
　図５は、入退室管理テーブル１２６のデータ構成例を示す図である。
　図示するように、入退室管理テーブル１２６は、医師毎の処置室別の入退室状況を記憶
する欄１２６ａと、処置室別の空き状況を記憶する欄１２６ｂと、を有している。
【００５５】
　空処置室判別部１２３は、入退室検出部１２２から検出結果を受け取ると、欄１２６ａ
において、医師毎に、医師１２が入室した処置室１４には「入室」と記録し、退室した処
置室１４には「退室」と記録して、入退室管理テーブル１２６を更新する。
【００５６】
　空処置室判別部１２３は、入退室管理テーブル１２６の欄１２６ａが更新されると、そ
の内容に基づき、欄１２６ｂを変更する。具体的には、空処置室判別部１２３は、処置室
別に、すべての医師１２に対して欄１２６ａに「退室」と記録されているか否かを判別す
る。そして、すべての医師１２に対して「退室」と記録されている場合には、その処置室
１４は、空処置室であるため、空き状況を示す欄１２６ｂに「空」と記録する。また、１
人の医師１２でも「入室」と記録されている場合には、その処置室１４は、空処置室では
ないため、空き状況を示す欄１２６ｂに「使用中」と記録する。
【００５７】
　空処置室数取得部１２４は、空処置室判別部１２３により判別された空処置室の数を計
数し、計数された空処置室数を、医療機関１ａの受入態勢情報として取得する。
　具体的には、空処置室数取得部１２４は、入退室管理テーブル１２６の欄１２６ｂが更
新されると、欄１２６ｂに「空」と記録されている処置室１４の数を計数し、空処置室数
を取得する。
【００５８】
　受入態勢情報送信部１２５は、空処置室数取得部１２４により取得された医療機関１ａ
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の受入態勢情報を、通信ネットワーク３を介して、消防本部２の指令台サーバ２１に送信
する。
【００５９】
　具体的には、例えば入退室管理テーブル１２６において処置室別の空き状況を示す欄１
２６ｂが変更されたときに、受入態勢情報送信部１２５は、医療機関１ａの受入態勢情報
として、空処置室数取得部１２４から空処置室数を受け取る。また、このとき、受入態勢
情報送信部１２５は、記憶部１１２から医療機関１ａの医療機関ＩＤを読み出す。そして
、受入態勢情報送信部１２５は、空処置室数と医療機関ＩＤとを指令台サーバ２１に送信
する。
【００６０】
　次に、消防本部２が備える指令台サーバ２１の構成を説明する。
　図６は、指令台サーバ２１の構成例を概略的に示すブロック図である。
　図示するように、指令台サーバ２１は、通信部２１１と、記憶部２１２と、制御部２１
３と、入力部２１７と、出力部２１８と、を備えている。なお、これらの各部は、図３に
示した医療機関装置１１ａが備える同名の各部と共通点を有するため、重複した説明を避
けるために、異なる点を中心に説明する。
【００６１】
　通信部２１１は、指令台サーバ２１に接続される装置との通信に用いられる。具体的に
は、指令台サーバ２１は、通信部２１１を用いて、医療機関装置１１（１１ａ、１１ｂ、
・・・）とデータの送受信を行う。
【００６２】
　記憶部２１２は、様々な情報やプログラム等を記憶する。例えば、記憶部２１２には、
医療機関装置１１が取得した医療機関１の受入態勢情報に基づき、複数の医療機関１（１
ａ、１ｂ、・・・）の中における各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送
先としての優先順位を決定するためのプログラム等が格納されている。
【００６３】
　制御部２１３は、ＣＰＵ２１４、ＲＯＭ２１５、ＲＡＭ２１６等から構成され、データ
の演算処理を行うと共に、指令台サーバ２１の全体を制御する。
　制御部２１３が、ＲＯＭ２１５や記憶部２１２に記憶されているプログラムに従って、
通信部２１１、記憶部２１２、入力部２１７、及び出力部２１８を制御することにより、
指令台サーバ２１において、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先と
しての優先順位を決定するための処理が実行される。
【００６４】
　入力部２１７は、キーボード、マウス等の入力装置を備える。入力部２１７には、指令
台サーバ２１の操作者による入力操作に応じて様々な情報が入力される。
　出力部２１８は、ディスプレイ等の出力装置を備え、様々な情報を出力する。
【００６５】
　次に、指令台サーバ２１において実行される処理を具体的に説明する。
　図７は、指令台サーバ２１の機能的な構成例を概略的に示すブロック図である。
　図示するように、指令台サーバ２１は、制御部２１３の処理により実現される機能的な
構成として、受入態勢情報受信部２２１と、順位決定部２２２と、を備える。また、指令
台サーバ２１は、記憶部２１２に記憶されているデータとして、医療機関情報テーブル２
２３と、患者搬送先順位リスト２２４と、を備えている。
【００６６】
　受入態勢情報受信部２２１は、複数の医療機関装置１１（１１ａ、１１ｂ、・・・）か
ら、受入態勢情報送信部１２５により送信された複数の医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・
）の受入態勢情報を、通信ネットワーク３を介して受信する。
　具体的には、受入態勢情報受信部２２１は、複数の医療機関装置１１（１１ａ、１１ｂ
、・・・）のそれぞれの受入態勢情報送信部１２５が送信した空処置室数と医療機関ＩＤ
とを関連付けて受信する。受入態勢情報受信部２２１は、医療機関ＩＤに関連付けられて
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いる空処置室数を、その医療機関ＩＤで識別される医療機関１の受入態勢情報として受信
する。
【００６７】
　順位決定部２２２は、受入態勢情報受信部２２１により受信された複数の医療機関１（
１ａ、１ｂ、・・・）の受入態勢情報が示す空処置室数に基づき、複数の医療機関１（１
ａ、１ｂ、・・・）の中における空処置室数が多い医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の
順番を、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先順位と決
定する。
【００６８】
　ここで、順位決定部２２２が、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送
先としての優先順位を決定する処理を具体的に説明する。
　順位決定部２２２は、その内部的な構成として、受入態勢情報記録部２３１と、医療機
関情報並替部２３２と、患者搬送先順位リスト生成部２３３と、を有している。
【００６９】
　受入態勢情報記録部２３１は、受入態勢情報受信部２２１が受入態勢情報を受信すると
、その受入態勢情報を、医療機関１に関する情報を記憶している医療機関情報テーブル２
２３に記録する。
【００７０】
　図８は、医療機関情報テーブル２２３のデータ構成例を示す図である。
　図示するように、医療機関情報テーブル２２３は、医療機関ＩＤ毎に、医療機関の名称
、住所、電話番号等の詳細情報を記憶する欄２２３ａと、医療機関の受入態勢情報を記憶
する欄２２３ｂと、を有している。
【００７１】
　受入態勢情報記録部２３１は、具体的には、受入態勢情報受信部２２１から、医療機関
毎に関連付けられている空処置室数と医療機関ＩＤとを受け取ると、受け取った医療機関
ＩＤに対応する医療機関情報テーブル２２３の欄２２３ｂに、受け取った空処置室数を受
入態勢情報として記録する。
【００７２】
　受入態勢情報記録部２３１が医療機関情報テーブル２２３に受入態勢情報を記録すると
、医療機関情報並替部２３２は、記録された受入態勢情報に基づき、受入態勢が整ってい
る順番に、医療機関情報テーブル２２３の医療機関ＩＤを並び替える。
【００７３】
　図９は、医療機関情報並替部２３２によって並び替えられた医療機関情報テーブル２２
３のデータ構成例を示す図である。
　医療機関情報並替部２３２は、図示するように、受入態勢情報として記録されている空
処置室数が多い順番に、医療機関情報テーブル２２３の医療機関ＩＤを並び替える。
【００７４】
　患者搬送先順位リスト生成部２３３は、医療機関情報並替部２３２により並び替えられ
た医療機関ＩＤの順番を、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先とし
ての優先順位とし、その優先順位を示す順位情報である患者搬送先順位リスト２２４を生
成する。
【００７５】
　図１０は、患者搬送先順位リスト２２４のデータ構成例を示す図である。
　図示するように、患者搬送先順位リスト２２４では、優先順位を示す番号と、その優先
順位に位置する医療機関１の名称、住所、電話番号等の詳細情報と、が対応付けられてい
る。
【００７６】
　具体的には、患者搬送先順位リスト生成部２３３は、医療機関情報並替部２３２により
医療機関情報テーブル２２３の医療機関ＩＤが並び替えられると、並び替えられた順番に
優先順位を示す番号を付加し、医療機関情報テーブル２２３から消防本部２が必要とする
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情報を抽出して、患者搬送先順位リスト２２４を生成する。
【００７７】
　例えば、図１０に例示した患者搬送先順位リスト２２４では、優先順位に対応付けて、
医療機関１の名称、住所、電話番号が示されている。しかしながら、患者搬送先順位リス
ト２２４はこれに限られず、優先順位を決定するために利用した空処置室数が加えられて
いても良い。また、必要と考えられる事項だけが抽出されても良く、例えば、優先順位に
医療機関１の電話番号だけが対応付けられていても良い。
【００７８】
　以上説明したように、本実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムによれば、医療
機関１における情報入力の作業負担を軽減すると共に、救急患者が搬送される医療機関１
の搬送先としての優先順位を決定することができる。
　より具体的には、医師１２の処置室１４への入室状態を自動的に検出して、医療機関１
の救急患者の搬送先としての優先順位を決定することができる。
【００７９】
　また、患者搬送先順位リスト生成部２３３により生成された患者搬送先順位リスト２２
４は、例えば、指令台サーバ２１の操作者が入力部２１７に患者搬送先順位リスト２２４
の出力指示を入力することにより、出力部２１８から出力される。そのため、救急患者の
搬送先を複数の医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の中から選定しようとする者は、出力
される患者搬送先順位リスト２２４を参照して、救急患者が搬送されるに適した医療機関
を優先順位に基づき選定することができる。
【００８０】
［第２の実施の形態］
　次に、指令台サーバ２１で生成された患者搬送先順位リスト２２４を救急患者の発生現
場で救急隊員が参照するためのシステムを、本発明の第２の実施の形態として説明する。
【００８１】
　図１１は、本発明の第２の実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムの構成例を概
略的に示すブロック図である。
　図示するように、第２の実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムは、図１に示し
た第１の実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムの構成要素に加えて、救急車４と
、通信ネットワーク５と、を備えている。
　なお、重複した説明を避けるために、図１１において、図１に示した構成要素と同一の
構成要素には、同一の符号を付して、その具体的な説明を省略する。
【００８２】
　救急車４には、消防本部２からの指令に応じて救急患者を医療機関１に搬送する救急隊
員４０が乗車している。救急隊員４０は、データ通信機能を有する携帯端末４１を所持し
ている。携帯端末４１は、例えば、無線によるデータ通信機能を有する携帯電話、ＰＤＡ
(Personal Digital Assistants)等の携帯可能な情報端末装置である。
【００８３】
　携帯端末４１は、専用線、インターネット、ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮ等の通信ネットワーク
５を介して、指令台サーバ２１と接続されている。なお、通信ネットワーク５と通信ネッ
トワーク３とは、同じ通信ネットワークであっても良い。
【００８４】
　ここで、第２の実施の形態における指令台サーバ２１について、第１の実施の形態と異
なる点を中心に説明する。
　第２の実施の形態における指令台サーバ２１は、図６に示した通信部２１１を用いて、
医療機関装置１１（１１ａ、１１ｂ、・・・）及び携帯端末４１とデータの送受信を行う
。
【００８５】
　図１２は、第２の実施の形態における指令台サーバ２１の機能的な構成例を概略的に示
すブロック図である。
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　図示するように、第２の実施の形態おける指令台サーバ２１は、図７に示した第１の実
施の形態における指令台サーバ２１の構成要素に加えて、制御部２１３の処理により実現
される機能的な構成として、患者搬送先順位リスト送信部２２５を備えている。
　なお、重複した説明を避けるために、図１２において、図７に示した構成要素と同一の
構成要素には、同一の符号を付して、その具体的な説明を省略する。
【００８６】
　患者搬送先順位リスト送信部２２５は、順位決定部２２２により決定された各医療機関
１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先順位を示す順位情報を携帯端
末４１に送信する。
　具体的には、患者搬送先順位リスト送信部２２５は、順位決定部２２２の患者搬送先順
位リスト生成部２３３が患者搬送先順位リスト２２４を生成すると、患者搬送先順位リス
ト生成部２３３から、生成された患者搬送先順位リスト２２４を順位情報として受け取り
、通信ネットワーク５を介して、救急隊員４０が所持している携帯端末４１に送信する。
【００８７】
　図１３は、携帯端末４１の外観を概略的に示す図である。
　携帯端末４１は、例えば、音声通話機能及びデータ通信機能を有し、救急隊員４０によ
り使用される携帯電話機である。
　携帯端末４１は、図示するように、表示部４１１と、操作部４１２と、アンテナ４１３
と、を備える。
【００８８】
　表示部４１１は、ディスプレイ等の表示装置を備え、様々な情報を画面に表示する。
　操作部４１２は、テンキー、十字キー等の入力装置を備える。操作部４１２には、携帯
端末４１の操作者による入力操作に応じて様々な情報が入力される。
　アンテナ４１３は、音声及びデータが重畳された電波を送受信する。
【００８９】
　携帯端末４１は、指令台サーバ２１の患者搬送先順位リスト送信部２２５により送信さ
れた順位情報である患者搬送先順位リスト２２４を、通信ネットワーク５を介して受信し
て、出力する。
　具体的には、携帯端末４１は、データ通信機能によって指令台サーバ２１から患者搬送
先順位リスト２２４を受信し、受信した患者搬送先順位リスト２２４を表示部４１１に表
示する。例えば、表示部４１１には、図１０に示した患者搬送先順位リスト２２４が順位
情報として表示される。
【００９０】
　例えば、救急隊員４０は、通報を受けた消防本部２から指令を受けると、救急患者の発
生現場に向かい、救急患者を救急車４に乗せる。そして、救急隊員４０は、所持している
携帯端末４１の操作部４１２を操作して、表示部４１１に患者搬送先順位リスト２２４を
表示させる。
【００９１】
　救急隊員４０は、表示部４１１に表示された患者搬送先順位リスト２２４を参照して、
優先順位の高い医療機関１を、救急患者の搬送先として選定する。更に、救急隊員４０は
、患者搬送先順位リスト２２４を参照して、選定した医療機関１の電話番号を取得し、携
帯端末４１を用いて、その音声通話機能によって、選定した医療機関に電話をかける。そ
して、救急隊員４０は、選定した医療機関１に救急患者を搬送することを伝えて、その医
療機関１に救急患者を搬送する。
【００９２】
　第２の実施の形態においては、指令台サーバ２１の患者搬送先順位リスト送信部２２５
は、患者搬送先順位リスト２２４が更新される（つまり、新しい患者搬送先順位リスト２
２４が生成される）度に、更新された患者搬送先順位リスト２２４を、救急隊員４０が所
持している携帯端末４１に送信する。
　このため、携帯端末４１には、医療機関１の最新の受入態勢情報に基づき生成された患
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者搬送先順位リスト２２４が表示される。
　従って、第２の実施の形態によれば、救急隊員４０は、最新の患者搬送先順位リスト２
２４が示す救急患者が搬送される医療機関１の搬送先としての優先順位に基づき、搬送先
の医療機関１を選定することができる。
【００９３】
　なお、上記例では、患者搬送先順位リスト送信部２２５は、患者搬送先順位リスト２２
４が更新される度に、患者搬送先順位リスト２２４を携帯端末４１に送信している。しか
しながら、指令台サーバ２１が最新の患者搬送先順位リスト２２４を記憶部２１２に保存
しておき、患者搬送先順位リスト送信部２２５は、携帯端末４１から要求があったときに
、最新の患者搬送先順位リスト２２４を携帯端末４１に送信するようにしても良い。
【００９４】
［第３の実施の形態］
　次に、医療機関１の受入態勢情報として空処置室の数以外の情報を更に用いて、各医療
機関１の救急患者の搬送先としての優先順位を決定する場合について説明する。
　そこで、空処置室の数と共に、空処置室が空いた時刻を医療機関１の受入態勢情報とし
て用いて、各医療機関１の救急患者の搬送先としての優先順位を決定する場合を、本発明
の第３の実施の形態として説明する。
【００９５】
　なお、重複した説明を避けるために、本発明の第３の実施の形態の説明において、第１
の実施の形態で既に説明した構成要素と同一の構成要素には、同一の符号を付して、その
具体的な説明を省略する。
　本発明の第３の実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムの構成、医療機関１ａの
内部システムの構成、医療機関装置１１ａの物理的な構成、及び指令台サーバ２１の物理
的な構成はそれぞれ、図１、図２、図３、及び図６に示した第１の実施の形態における構
成と同一であるため、その説明を省略する。
【００９６】
　なお、第３の実施の形態における医療機関装置１１ａ及び指令台サーバ２１のの制御部
１１３及び制御部２１３は、それぞれＲＴＣ（Real Time Clock）（図示せず）を備えて
おり、計時を行う。
【００９７】
　図１４は、本発明の第３の実施の形態における医療機関装置１１ａの機能的な構成例を
概略的に示すブロック図である。
　図示するように、第３の実施の形態における医療機関装置１１ａは、図４に示した第１
の実施の形態における医療機関装置１１ａと、制御部１１３の処理により実現される機能
的な構成として、空時刻取得部６０１を備える点で異なる。
　また、第３の実施の形態における医療機関装置１１ａは、第１の実施の形態における入
退室管理テーブル１２６に代えて、入退室管理テーブル６１１を備えている。
【００９８】
　空時刻取得部６０１は、空処置室判別部１２３により判別された空処置室毎の処置室が
空いた時刻である空時刻を、医療機関１ａの受入態勢情報として取得する。
【００９９】
　図１５は、第３の実施の形態における入退室管理テーブル６１１のデータ構成例を示す
図である。
　図示するように、第３の実施の形態における入退室管理テーブル６１１は、図５に示し
た第１の実施の形態における入退室管理テーブル１２６と、処置室別の空時刻（空き時刻
）を記憶する欄６１１ｃを有する点で異なる。なお、欄６１１ａは、欄１２６ａと同様に
医師毎の処置室別の入退室状況を記憶する欄であり、欄６１１ｂは、欄１２６ｂと同様に
処置室別の空き状況を記憶する欄である。
【０１００】
　空処置室判別部１２３が入退室管理テーブル６１１の欄６１１ａ及び欄６１１ｂを更新
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することにより、欄６１１ｂに空処置室であることを示す「空」が記録されると、空時刻
取得部６０１は、制御部１１３のＲＴＣを用いて、現在時刻を取得する。そして、空時刻
取得部６０１は、取得した現在時刻を、「空」が記録された処置室１４に対応する欄６１
１ｃに記録する。
【０１０１】
　なお、入退室管理テーブル６１１の欄６１１ｂに「使用中」が記録された場合には、空
時刻取得部６０１は、「使用中」が記録された処置室１４に対応する欄６１１ｃに既に記
録されている空時刻を消去する。
【０１０２】
　受入態勢情報送信部１２５は、空処置室数取得部１２４により取得された空処置室数と
、空時刻取得部６０１により取得された空処置室毎の空時刻と、を含む受入態勢情報を、
通信ネットワーク３を介して、消防本部２の指令台サーバ２１に送信する。
【０１０３】
　具体的には、入退室管理テーブル６１１の欄６１１ｂ及び欄６１１ｃに記録されている
情報が変更されると、受入態勢情報送信部１２５は、医療機関１ａの受入態勢情報として
、空処置室数取得部１２４及び空時刻取得部６０１から、空処置室数及び空処置室毎の空
時刻を受け取る。そして、受入態勢情報送信部１２５は、受け取った空処置室数と空処置
室毎の空時刻とを、医療機関１ａの医療機関ＩＤに関連付けて指令台サーバ２１に送信す
る。
【０１０４】
　図１６は、第３の実施の形態における指令台サーバ２１の機能的な構成例を概略的に示
すブロック図である。
　第３の実施の形態における指令台サーバ２１は、図７に示した第１の実施の形態におけ
る指令台サーバ２１と、順位決定部２２２の内部構成が異なる。
【０１０５】
　具体的には、図示するように、第３の実施の形態における順位決定部２２２は、第１の
実施の形態における医療機関情報並替部２３２に代えて、空処置室数順番決定部６２１と
、同順判別部６２２と、空時刻順番決定部６２３と、順番組み合わせ部６２４と、を有す
る。
　また、第３の実施の形態における指令台サーバ２１は、第１の実施の形態における医療
機関情報テーブル２２３に代えて、医療機関情報テーブル６３１を備えている。
【０１０６】
　第３の実施の形態では、受入態勢情報受信部２２１は、複数の医療機関装置１１（１１
ａ、１１ｂ、・・・）から、空処置室数と空処置室毎の空時刻と医療機関ＩＤとを関連付
けて受信する。受入態勢情報受信部２２１は、医療機関ＩＤに関連付けられている空処置
室数と空処置室毎の空時刻とを、その医療機関ＩＤで識別される医療機関１の受入態勢情
報として受信する。
　受入態勢情報記録部２３１は、受入態勢情報受信部２２１が受入態勢情報を受信すると
、その受入態勢情報を医療機関情報テーブル６３１に記録する。
【０１０７】
　図１７は、第３の実施の形態における医療機関情報テーブル６３１のデータ構成例を示
す図である。
　図示するように、第３の実施の形態における医療機関情報テーブル６３１は、図８に示
した第１の実施の形態における医療機関情報テーブル２２３と、医療機関の受入態勢情報
を記憶する欄６３１ｂに空処置室数と空時刻とが記録される点で異なる。なお、欄６３１
ａは、欄２２３ａと同様に医療機関の詳細情報を記憶する欄である。
【０１０８】
　受入態勢情報記録部２３１は、受入態勢情報受信部２２１から、医療機関毎に関連付け
られている空処置室数と空処置室毎の空時刻と医療機関ＩＤとを受け取ると、受け取った
医療機関ＩＤに対応する医療機関情報テーブル６３１の欄６３１ｂに、受け取った空処置
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室数及び空処置室毎の空時刻を受入態勢情報として記録する。
【０１０９】
　このようにして、欄６３１ｂの空時刻の記録欄には、空処置室数と同数の空時刻の情報
が記録され、例えば空処置室数が「０」の場合には空時刻の記録欄は空欄とされる。
【０１１０】
　空処置室数順番決定部６２１は、受入態勢情報受信部２２１により受信された複数の医
療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の受入態勢情報に含まれる空処置室数に基づき、複数の
医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の中における空処置室数が多い医療機関１の順番を決
定する。
【０１１１】
　具体的には、空処置室数順番決定部６２１は、受信された受入態勢情報が受入態勢情報
記録部２３１によって医療機関情報テーブル６３１に記録されると、医療機関情報テーブ
ル６３１に記録されている空処置室数に基づき、空処置室数が多い順番に、医療機関情報
テーブル６３１の医療機関ＩＤを並び替える。
【０１１２】
　図１８は、医療機関ＩＤが並び替えられて順番が付加された医療機関情報テーブル６３
１のデータ構成例を示す図であり、（ａ）は空処置室数順番決定部６２１により空処置室
数を基準に並び替えられた医療機関情報テーブル６３１の図であり、（ｂ）は後述する空
時刻順番決定部６２３により空時刻を基準に並び替えられた医療機関情報テーブル６３１
の図であり、（ｃ）は後述する順番組み合わせ部６２４により順番が組み合わされた医療
機関情報テーブル６３１の図である。
【０１１３】
　図１８（ａ）に示すように、空処置室数を基準に並び替えられた医療機関情報テーブル
６３１には、空処置室数順番決定部６２１が決定した順番１が付加される。この際、空処
置室数が同じ医療機関ＩＤには同じ順番が付加される。
【０１１４】
　同順判別部６２２は、空処置室数順番決定部６２１により決定された医療機関１の順番
に同順が存在するか否かを判別する。
【０１１５】
　空時刻順番決定部６２３は、同順判別部６２２により同順が存在すると判別されたとき
に、受入態勢情報受信部２２１により受信された複数の医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・
）の受入態勢情報に含まれる空処置室毎の空時刻に基づき、同順の複数の医療機関１の中
における、空時刻から現在までの経過時間である空経過時間が長い医療機関１の順番を決
定する。
【０１１６】
　具体的には、空時刻順番決定部６２３は、受入態勢情報受信部２２１による受信後に受
入態勢情報記録部２３１によって医療機関情報テーブル６３１に記録された空処置室毎の
空時刻に基づき、空経過時間が長い順番に、医療機関情報テーブル６３１における同順の
医療機関ＩＤを並び替える。
【０１１７】
　空時刻が古い程、空経過時間は長いため、空時刻順番決定部６２３は、医療機関情報テ
ーブル６３１に同順の医療機関ＩＤがある場合には、例えば、古い空時刻が記録されてい
る順番に医療機関ＩＤを並び替える。
　図１８（ｂ）に示すように、空時刻を基準に並び替えられた医療機関情報テーブル６３
１では、空処置室数順番決定部６２１が決定した順番１に、更に、空時刻順番決定部６２
３が決定した順番２が付加される。
【０１１８】
　順番組み合わせ部６２４は、空処置室数順番決定部６２１により決定された順番と、空
時刻順番決定部６２３により決定された順番と、を組み合わせた順番を各医療機関１（１
ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する。
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【０１１９】
　図１８（ｃ）に示すように、順番組み合わせ部６２４により順番が組み合わされた医療
機関情報テーブル６３１では、空処置室数順番決定部６２１により決定された順番１と、
空時刻順番決定部６２３により決定された順番２と、に基づき振り直された順番３が付加
される。
【０１２０】
　患者搬送先順位リスト生成部２３３は、順番組み合わせ部６２４により決定された医療
機関ＩＤの順番を、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優
先順位とし、その優先順位を示す順位情報である患者搬送先順位リスト２２４を生成する
。
【０１２１】
　なお、同順判別部６２２により同順が存在しないと判別されたときには、患者搬送先順
位リスト生成部２３３は、空処置室数順番決定部６２１により決定された医療機関ＩＤの
順番を、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先順位とし
、その優先順位を示す順位情報である患者搬送先順位リスト２２４を生成する。
【０１２２】
　以上説明したように、本実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムによれば、空処
置室数に基づき決定した救急患者が搬送される医療機関１の搬送先としての優先順位に同
順が存在する場合であっても、医療機関１において情報入力の作業負担を負わせることな
く、空時刻に基づき更に細かい順位付けをすることができる。
【０１２３】
　より具体的には、医師１２の処置室１４への入室状態の履歴から今後の救急患者への対
応可能性を推測し、医療機関１の救急患者の搬送先としての優先順位の微調整を実施する
ことができる。
【０１２４】
　ここで、空時刻順番決定部６２３が、空処置室毎の空時刻に基づき、同順の複数の医療
機関１の中において、空経過時間が長い医療機関１の順番を決定する処理を具体的に説明
する。
【０１２５】
　図１９は、空時刻順番決定部６２３の内部構成例を示すブロック図である。
　図示するように、空時刻順番決定部６２３は、空経過時間算出部６４１と、合計空経過
時間算出部６４２と、空経過時間順番決定部６４３と、を有している。
【０１２６】
　空経過時間算出部６４１は、同順判別部６２２により同順が存在すると判別されたとき
に、受入態勢情報受信部２２１により受信された複数の医療機関１の受入態勢情報に含ま
れる空処置室毎の空時刻に基づき、同順の医療機関１毎に、医療機関１の空処置室毎の空
経過時間を算出する。
【０１２７】
　具体的には、空経過時間算出部６４１は、同順が存在した場合、制御部２１３のＲＴＣ
を用いて、現在時刻を取得する。そして、空経過時間算出部６４１は、取得した現在時刻
と、医療機関情報テーブル６３１において同順の医療機関ＩＤに関連付けて記録されてい
る空処置室毎の空時刻と、の差を求めて、空処置室毎の空経過時間を算出する。
【０１２８】
　例えば、図１８（ａ）に例示した医療機関情報テーブル６３１では、医療機関ＩＤ「０
１０２」と医療機関ＩＤ「０１０４」とが同順である。そして、医療機関ＩＤ「０１０２
」の空処置室毎の空時刻として「１３時３０分、１３時４０分」が記録されており、医療
機関ＩＤ「０１０４」の空処置室毎の空時刻として「１２時４５分、１３時５０分」が記
録されている。
【０１２９】
　ここで、仮に現在時刻が１４時００分である場合には、空経過時間算出部６４１は、医
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療機関ＩＤ「０１０２」の空処置室毎の空経過時間として「３０分、２０分」を算出し、
医療機関ＩＤ「０１０４」の空処置室毎の空経過時間として「７５分、１０分」を算出す
る。
【０１３０】
　なお、空経過時間があまりに長くなるのを避けるために、空経過時間に限度を設定して
も良い。例えば、限度を１時間に設定した場合には、空経過時間が１時間を超えた場合に
は一律に６０分とすれば良い。
【０１３１】
　合計空経過時間算出部６４２は、空経過時間算出部６４１により算出された空処置室毎
の空経過時間に基づき、同順の医療機関１毎に、医療機関１の空処置室毎の空経過時間を
合計した合計空経過時間を算出する。
【０１３２】
　例えば、図１８（ａ）に例示した医療機関情報テーブル６３１では、合計空経過時間算
出部６４２は、空経過時間算出部６４１による算出結果に基づき、医療機関ＩＤ「０１０
２」の合計空経過時間として「３０分＋２０分＝５０分」を算出し、医療機関ＩＤ「０１
０４」の合計空経過時間として「７５分＋１０分＝８５分」を算出する。
【０１３３】
　空経過時間順番決定部６４３は、合計空経過時間算出部６４２により算出された合計空
経過時間に基づき、同順の複数の医療機関１の中における合計空経過時間が長い医療機関
の順番を決定する。
【０１３４】
　例えば、図１８（ａ）に例示した医療機関情報テーブル６３１では、合計空経過時間算
出部６４２による算出の結果、医療機関ＩＤ「０１０２」の合計空経過時間が５０分であ
るのに対し、医療機関ＩＤ「０１０４」の合計空経過時間は８５分であり、医療機関ＩＤ
「０１０２」より医療機関ＩＤ「０１０４」の方が合計空経過時間が長い。そのため、空
経過時間順番決定部６４３は、同順の医療機関ＩＤ「０１０２」と「０１０４」の中にお
ける順番として、医療機関ＩＤ「０１０４」の順番を「１」に、医療機関ＩＤ「０１０２
」の順番を「２」に決定する。
【０１３５】
　そして、空経過時間順番決定部６４３は、決定した順番に従って、同順判別部６２２に
より同順と判別された医療機関ＩＤを並び替え、図１８（ｂ）に例示したように医療機関
情報テーブル６３１を生成する。
【０１３６】
　順番組み合わせ部６２４は、空処置室数順番決定部６２１により決定された順番と、空
時刻順番決定部６２３の空経過時間順番決定部６４３により決定された順番と、を組み合
わせた順番を各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先順位
と決定する。
【０１３７】
　このように、医療機関１毎の合計空経過時間に基づき優先順位を決定することにより、
医療機関１毎のすべての空処置室の過去の状況を考慮して、各医療機関１の救急患者の搬
送先としての優先順位を決定することができる。
【０１３８】
［第４の実施の形態］
　次に、空処置室の数と共に、医療機関１毎の医師の数を受入態勢情報として用いて、各
医療機関１の救急患者の搬送先としての優先順位を決定する場合を、本発明の第４の実施
の形態として説明する。
【０１３９】
　なお、重複した説明を避けるために、本発明の第４の実施の形態の説明において、第１
の実施の形態で既に説明した構成要素と同一の構成要素には、同一の符号を付して、その
具体的な説明を省略する。
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　本発明の第４の実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムの構成、医療機関装置１
１ａの物理的な構成、及び指令台サーバ２１の物理的な構成はそれぞれ、図１、図３、及
び図６に示した第１の実施の形態における構成と同一であるため、その説明を省略する。
【０１４０】
　図２０は、本発明の第４の実施の形態における医療機関１ａの内部システムの構成例を
概略的に示すブロック図である。
　図示するように、第４の実施の形態における医療機関１ａは、図２に示した第１の実施
の形態における医療機関１ａと異なり、医療機関１ａの医師１２が出勤及び退勤するとき
に通過する医療機関１ａの出入口である通勤口７１の近傍に、情報読取装置としての一対
のエキサイタ１６とロケーションレシーバ１７とが更に配置されている。
【０１４１】
　具体的には、通勤口７１を挟んで医療機関１ａの内側と外側とのそれぞれに、エキサイ
タ１６が設置されており、それらのエキサイタ１６からの電波に基づきパッシブタグ１３
が発信する電波を受信可能な位置に、ロケーションレシーバ１７が設置されている。
【０１４２】
　ロケーションレシーバ１７は、パッシブタグ１３からエキサイタＩＤと医師ＩＤとを受
信し、更に、エキサイタＩＤをエキサイタ位置情報に変換する。例えば、ロケーションレ
シーバ１７は、通勤口７１の内側に設置されているエキサイタ１６のエキサイタＩＤを受
信した場合には、エキサイタ位置情報「通勤内側」に変換し、通勤口７１の外側に設置さ
れているエキサイタ１６のエキサイタＩＤを受信した場合には、エキサイタ位置情報「通
勤外側」に変換する。
【０１４３】
　医療機関装置１１ａは、ロケーションレシーバ１７から医師ＩＤとエキサイタ位置情報
とを受信し、受信した情報に基づき、医療機関１ａの医師１２の出勤及び退勤を検出する
。
【０１４４】
　図２１は、本発明の第４の実施の形態における医療機関装置１１ａの機能的な構成例を
概略的に示すブロック図である。
　図示するように、第４の実施の形態における医療機関装置１１ａは、図４に示した第１
の実施の形態における医療機関装置１１ａと、制御部１１３の処理により実現される機能
的な構成として、勤怠検出部７０１と出勤医師数取得部７０２とを備える点で異なる。
　また、第４の実施の形態における医療機関装置１１ａは、第１の実施の形態における入
退室管理テーブル１２６に代えて、入退室管理テーブル７１１を備えている。
【０１４５】
　勤怠検出部７０１は、医師位置情報取得部１２１により取得された医師ＩＤとエキサイ
タ位置情報とに基づき、医療機関１ａの医師１２の勤怠状況である出勤及び退勤を検出す
る。
【０１４６】
　具体的には、まず、医師位置情報取得部１２１が、医師ＩＤとエキサイタ位置情報とを
取得すると、医師ＩＤ毎に、エキサイタ位置情報を例えば記憶部１１２に記録していく。
【０１４７】
　勤怠検出部７０１は、医師位置情報取得部１２１がロケーションレシーバ１７から医師
ＩＤとエキサイタ位置情報とを受信すると、受信した情報と、既に記憶部１１２に記録さ
れている医師ＩＤ毎のエキサイタ位置情報と、を比較して、医師１２が通勤口７１から医
療機関１ａに入って出勤したこと、及び医師１２が通勤口７１から医療機関１ａを出て退
勤したこと、を検出する。
【０１４８】
　例えば、医師位置情報取得部１２１が、医師βを示す医師ＩＤに対応して、通勤口７１
の外側を示すエキサイタ位置情報「通勤外側」に続いて、通勤口７１の内側を示すエキサ
イタ位置情報「通勤内側」を受信した場合には、医師βが医療機関１ａの通勤口７１を外
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側から内側に向かって移動しているため、勤怠検出部７０１は、医師βが出勤したことを
検出する。
【０１４９】
　また、医師位置情報取得部１２１が、医師βを示す医師ＩＤに対応して、通勤口７１の
内側を示すエキサイタ位置情報「通勤内側」に続いて、通勤口７１の外側を示すエキサイ
タ位置情報「通勤外側」を受信した場合には、医師βが医療機関１ａの通勤口７１を内側
から外側に向かって移動しているため、勤怠検出部７０１は、医師βが退勤したことを検
出する。
【０１５０】
　出勤医師数取得部７０２は、勤怠検出部７０１の検出に基づき、医療機関１ａに出勤し
ている医師である出勤医師の数を、医療機関１ａの受入態勢情報として取得する。
　具体的には、出勤医師数取得部７０２は、勤怠検出部７０１が医師毎の出勤及び退勤を
検出すると、その検出結果を受け取り、検出結果に基づき、医師毎の処置室別の入室及び
退室と、医師毎の出勤及び退勤と、を管理する入退室管理テーブル７１１を更新する。
【０１５１】
　図２２は、第４の実施の形態における入退室管理テーブル７１１のデータ構成例を示す
図である。
　図示するように、第４の実施の形態における入退室管理テーブル７１１は、図５に示し
た第１の実施の形態における入退室管理テーブル１２６と、医師毎の勤怠状況を記憶する
欄７１１ｃを有する点で異なる。なお、欄７１１ａは、欄１２６ａと同様に医師毎の処置
室別の入退室状況を記憶する欄であり、欄７１１ｂは、欄１２６ｂと同様に処置室別の空
き状況を記憶する欄である。
【０１５２】
　出勤医師数取得部７０２は、勤怠検出部７０１から検出結果を受け取ると、欄７１１ｃ
において、出勤した医師１２には「出勤」と記録し、退勤した医師１２には「退勤」と記
録して、入退室管理テーブル７１１を更新する。そして、出勤医師数取得部７０２は、入
退室管理テーブル７１１の欄７１１ｃが更新されると、欄７１１ｃに「出勤」と記録され
ている医師１２の数を計数し、出勤医師数を取得する。
【０１５３】
　受入態勢情報送信部１２５は、空処置室数取得部１２４により取得された空処置室数と
、出勤医師数取得部７０２により取得された出勤医師数と、を含む受入態勢情報を、通信
ネットワーク３を介して、消防本部２の指令台サーバ２１に送信する。
【０１５４】
　具体的には、入退室管理テーブル７１１の欄７１１ｂ又は欄７１１ｃに記録されている
情報が変更されると、受入態勢情報送信部１２５は、医療機関１ａの受入態勢情報として
、空処置室数取得部１２４及び出勤医師数取得部７０１から、空処置室数及び出勤医師数
を受け取る。そして、受入態勢情報送信部１２５は、受け取った空処置室数と出勤医師数
とを、医療機関１ａの医療機関ＩＤに関連付けて指令台サーバ２１に送信する。
【０１５５】
　図２３は、第４の実施の形態における指令台サーバ２１の機能的な構成例を概略的に示
すブロック図である。
　第４の実施の形態における指令台サーバ２１は、図７に示した第１の実施の形態におけ
る指令台サーバ２１と、順位決定部２２２の内部構成が異なる。
【０１５６】
　具体的には、図示するように、第４の実施の形態における順位決定部２２２は、第１の
実施の形態における医療機関情報並替部２３２に代えて、空処置室数順番決定部７２１と
、同順判別部７２２と、出勤医師数順番決定部７２３と、順番組み合わせ部７２４と、を
有する。
　また、第４の実施の形態における指令台サーバ２１は、第１の実施の形態における医療
機関情報テーブル２２３に代えて、医療機関情報テーブル７３１を備えている。
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【０１５７】
　第４の実施の形態では、受入態勢情報受信部２２１は、複数の医療機関装置１１（１１
ａ、１１ｂ、・・・）から、空処置室数と出勤医師数と医療機関ＩＤとを関連付けて受信
する。受入態勢情報受信部２２１は、医療機関ＩＤに関連付けられている空処置室数と出
勤医師数とを、その医療機関ＩＤで識別される医療機関１の受入態勢情報として受信する
。
　受入態勢情報記録部２３１は、受入態勢情報受信部２２１が受入態勢情報を受信すると
、その受入態勢情報を医療機関情報テーブル７３１に記録する。
【０１５８】
　図２４は、第４の実施の形態における医療機関情報テーブル７３１のデータ構成例を示
す図である。
　図示するように、第４の実施の形態における医療機関情報テーブル７３１は、図８に示
した第１の実施の形態における医療機関情報テーブル２２３と、医療機関の受入態勢情報
を記憶する欄７３１ｂに空処置室数と出勤医師数とが記録される点で異なる。なお、欄７
３１ａは、欄２２３ａと同様に医療機関の詳細情報を記憶する欄である。
【０１５９】
　受入態勢情報記録部２３１は、受入態勢情報受信部２２１から、医療機関毎に関連付け
られている空処置室数と出勤医師数と医療機関ＩＤとを受け取ると、受け取った医療機関
ＩＤに対応する医療機関情報テーブル７３１の欄７３１ｂに、受け取った空処置室数及び
出勤医師数を受入態勢情報として記録する。
【０１６０】
　空処置室数順番決定部７２１は、受入態勢情報受信部２２１により受信された複数の医
療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の受入態勢情報に含まれる空処置室数に基づき、複数の
医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の中における空処置室数が多い医療機関１の順番を決
定する。
【０１６１】
　具体的には、空処置室数順番決定部７２１は、受信された受入態勢情報が受入態勢情報
記録部２３１によって医療機関情報テーブル７３１に記録されると、医療機関情報テーブ
ル７３１に記録されている空処置室数に基づき、空処置室数が多い順番に、医療機関情報
テーブル７３１の医療機関ＩＤを並び替える。
【０１６２】
　図２５は、医療機関ＩＤが並び替えられて順番が付加された医療機関情報テーブル７３
１のデータ構成例を示す図であり、（ａ）は空処置室数順番決定部７２１により空処置室
数を基準に並び替えられた医療機関情報テーブル７３１の図であり、（ｂ）は後述する出
勤医師数順番決定部７２３により出勤医師数を基準に並び替えられた医療機関情報テーブ
ル７３１の図であり、（ｃ）は後述する順番組み合わせ部７２４により順番が組み合わさ
れた医療機関情報テーブル７３１の図である。
【０１６３】
　図２５（ａ）に示すように、空処置室数を基準に並び替えられた医療機関情報テーブル
７３１には、空処置室数順番決定部７２１が決定した順番１が付加される。この際、空処
置室数が同じ医療機関ＩＤには同じ順番が付加される。
【０１６４】
　同順判別部７２２は、空処置室数順番決定部７２１により決定された医療機関１の順番
に同順が存在するか否かを判別する。
【０１６５】
　出勤医師数順番決定部７２３は、同順判別部７２２により同順が存在すると判別された
ときに、受入態勢情報受信部２２１により受信された複数の医療機関１（１ａ、１ｂ、・
・・）の受入態勢情報に含まれる出勤医師数に基づき、同順の複数の医療機関１の中にお
ける、出勤医師数が多い医療機関１の順番を決定する。
【０１６６】
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　具体的には、出勤医師数順番決定部７２３は、受入態勢情報受信部２２１による受信後
に受入態勢情報記録部２３１によって医療機関情報テーブル７３１に記録された出勤医師
数に基づき、出勤医師数が多い順番に、医療機関情報テーブル７３１における同順の医療
機関ＩＤを並び替える。
【０１６７】
　図２５（ｂ）に示すように、出勤医師数を基準に並び替えられた医療機関情報テーブル
７３１では、空処置室数順番決定部７２１が決定した順番１に、更に、出勤医師数順番決
定部７２３が決定した順番２が付加される。
【０１６８】
　順番組み合わせ部７２４は、空処置室数順番決定部７２１により決定された順番と、出
勤医師数順番決定部７２３により決定された順番と、を組み合わせた順番を各医療機関１
（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先順位と決定する。
【０１６９】
　図２５（ｃ）に示すように、順番組み合わせ部７２４により順番が組み合わされた医療
機関情報テーブル７３１では、空処置室数順番決定部７２１により決定された順番１と、
出勤医師数順番決定部７２３により決定された順番２と、に基づき振り直された順番３が
付加される。
【０１７０】
　患者搬送先順位リスト生成部２３３は、順番組み合わせ部７２４により決定された医療
機関ＩＤの順番を、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優
先順位とし、その優先順位を示す順位情報である患者搬送先順位リスト２２４を生成する
。
【０１７１】
　なお、同順判別部７２２により同順が存在しないと判別されたときには、患者搬送先順
位リスト生成部２３３は、空処置室数順番決定部７２１により決定された医療機関ＩＤの
順番を、各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の救急患者の搬送先としての優先順位とし
、その優先順位を示す順位情報である患者搬送先順位リスト２２４を生成する。
【０１７２】
　本実施の形態によれば、空処置室数に基づき決定した救急患者が搬送される医療機関１
の搬送先としての優先順位に同順が存在する場合であっても、医療機関１において情報入
力の作業負担を負わせることなく、出勤医師数に基づき更に細かい順位付けをすることが
できる。
　より具体的には、医療機関１に空処置室があっても救急患者を処置可能な医師１２がい
ない場合に、そのような医療機関１の優先順位を低くすることができる。
【０１７３】
　本実施の形態では、空処置室数順番決定部７２１により決定される順番を、最初に用い
る主順番とし、出勤医師数順番決定部７２３により決定される順番を、主順番に同順が存
在する場合に用いる副順番として、各医療機関１の救急患者の搬送先としての優先順位を
決定している。
【０１７４】
　しなしながら、主順番と副順番とを逆にし、出勤医師数順番決定部７２３により決定さ
れる順番を主順番とし、空処置室数順番決定部７２１により決定される順番を副順番とし
ても良い。その場合には、例えば、図２３に示した指令台サーバ２１の機能構成図におい
て、空処置室数順番決定部７２１と出勤医師数順番決定部７２３との位置を入れ替えれば
良い。
【０１７５】
　具体的には、出勤医師数順番決定部７２３が、まず、受入態勢情報受信部２２１により
受信された複数の医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の受入態勢情報に含まれる出勤医師
数に基づき、複数の医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・）の中における出勤医師数が多い医
療機関１の順番を決定する。
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【０１７６】
　そして、同順判別部７２２により同順が存在すると判別されたときに、空処置室数順番
決定部７２１が、受入態勢情報受信部２２１により受信された複数の医療機関１（１ａ、
１ｂ、・・・）の受入態勢情報に含まれる空処置室数に基づき、同順の複数の医療機関１
の中における、空処置室数が多い医療機関１の順番を決定するようにすれば良い。
【０１７７】
　このような構成にした場合には、出勤医師数に基づき決定した救急患者が搬送される医
療機関１の搬送先としての優先順位に同順が存在する場合であっても、医療機関１におい
て情報入力の作業負担を負わせることなく、空処置室数に基づき更に細かい順位付けをす
ることができる。
　より具体的には、医療機関１に医師１２がいても救急患者を処置するための空処置室が
無い場合に、そのような医療機関１の優先順位を低くすることができる。
【０１７８】
　このように、本実施の形態においては、主順番と副順番とを入れ替えても良い。従って
、順番組み合わせ部７２４は、空処置室数順番決定部７２１により決定された順番と出勤
医師数順番決定部７２３により決定された順番との２つの順番の一方を主順番、他方を副
順番とし、主順番に同順が存在する場合に、同順の複数の医療機関１の中における医療機
関１の順番を副順番に基づき決定し、決定した順番を各医療機関１（１ａ、１ｂ、・・・
）の救急患者の搬送先としての優先順位と決定することができる。
【０１７９】
　また、本実施の形態においては、医師１２の出勤及び退勤の検出を、医療機関１ａの通
勤口７１の近傍に配置したエキサイタ１６及びロケーションレシーバ１７で構成されるタ
グリーダが、医師１２が装着しているパッシブタグ１３に記録されている情報を読み取る
ことにより実現している。
　このため、本実施の形態によれば、医師１２の処置室１４に対する入室及び退室を検出
するための構成をそのまま利用して、医師１２の出勤及び退勤を検出することができ、シ
ステム全体を簡素化することができる。
【０１８０】
　また、上記第４の実施の形態を、前述した第３の実施の形態と組み合わせても良い。つ
まり、例えば、まず、空処置室数に基づき優先順位を決定し、そこで同順が存在する場合
に、次に、空処置室毎の空時刻に基づき優先順位を決定し、それでも同順が存在する場合
には、更に、出勤医師数に基づき優先順位を決定するようにしても良い。
【０１８１】
　また、まず、出勤医師数に基づき優先順位を決定し、そこで同順が存在する場合に、次
に、空処置室数に基づき優先順位を決定し、それでも同順が存在する場合には、更に、空
処置室毎の空時刻に基づき優先順位を決定するようにしても良い。
【０１８２】
　以上、本発明の第１～４の実施の形態を説明したが、本発明を実施するにあたっては、
種々の形態による変形及び応用が可能であり、上記第１～４の実施の形態に限られるもの
ではない。
【０１８３】
　例えば、上記実施の形態では、情報記録媒体としてパッシブタグ１３を用いているが、
パッシブ型に限らず、アクティブタグ等の他のＩＣタグ（ＲＦＩＤ（Radio Frequency Id
entification）タグ）でも良い。
　また、上記実施の形態では、情報読取装置としてエキサイタ１６及びロケーションレシ
ーバ１７で構成されるタグリーダを用いているが、アクティブタグ用のタグリーダ等の他
のＩＣタグリーダであっても良い。
【０１８４】
　このように、医師１２に装着されるＩＣタグと、医療機関１に設置されるＩＣタグリー
ダと、を用いることにより、医療機関装置１１は、職員等の入力作業によらず、医師１２
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の移動に応じて自動的に、処置室１４に対する入室及び退室、出勤及び退勤等を検出する
ことができる。
【０１８５】
　なお、情報記録媒体及び情報読取装置は、ＩＣタグ及びＩＣタグリーダに限られず、例
えば、接触型又は非接触型のＩＣカード及びＩＣカードリーダであっても良い。その場合
には、医師１２がＩＣカードを所持し、出入口の出入りに際して、出入口の近傍に設置さ
れるＩＣカードリーダに、医師１２が所持しているＩＣカードをかざして情報を読み取ら
せるようにすれば良い。
【０１８６】
　また、上記実施の形態の説明に用いたブロック図、テーブル等は、本発明の趣旨を逸脱
しない範囲で適宜変更しても良い。
　例えば、上記実施の形態では、各種テーブルを記憶部１１２及び記憶部２１２に記憶さ
せているが、ＲＡＭ１１６及びＲＡＭ２１６等の他の記憶装置に記憶させるようにしても
良い。
【０１８７】
　また、上記実施の形態における医療機関装置１１及び指令台サーバ２１により実行され
る機能は、ソフトウェアによっても、また、専用のハードウェアによっても実現すること
もできる。更に、医療機関装置１１及び指令台サーバ２１を、通常のコンピュータシステ
ムによって実現することもできる。
【０１８８】
　例えば、上記実施の形態では、医療機関装置１１又は指令台サーバ２１において、動作
プログラムが記憶部１１２又は記憶部２１２、ＲＯＭ１１５又はＲＯＭ２１５等に予め記
憶されているものとして説明した。しかし、上述の処理動作を実行させるためのプログラ
ムを、フレキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk Read-Only Memory）、ＤＶ
Ｄ（Digital Versatile Disk）、ＭＯ（Magneto-Optical disk）等のコンピュータ読み取
り可能な記録媒体に格納して配布し、そのプログラムをコンピュータにインストールする
ことにより、上述の処理動作を実行する装置を構成しても良い。
【０１８９】
　また、プログラムをインターネット等の通信ネットワーク上の所定のサーバ装置が有す
るディスク装置等に格納しておき、例えば、搬送波に重畳させて、コンピュータにダウン
ロード等するようにしても良い。更に、通信ネットワークを介してプログラムを転送しな
がら起動実行することによっても、上述の処理を達成することができる。
　また、上述の機能を、ＯＳ（Operating System）が分担して実現する場合又はＯＳとア
プリケーションとの協働により実現する場合等には、ＯＳ以外の部分のみを媒体に格納し
て配布してもよく、また、コンピュータにダウンロード等しても良い。
【図面の簡単な説明】
【０１９０】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムの構成例を概略的
に示すブロック図である。
【図２】医療機関の内部システムの構成例を概略的に示すブロック図である。
【図３】医療機関装置の構成例を概略的に示すブロック図である。
【図４】医療機関装置の機能的な構成例を概略的に示すブロック図である。
【図５】入退室管理テーブルのデータ構成例を示す図である。
【図６】指令台サーバの構成例を概略的に示すブロック図である。
【図７】指令台サーバの機能的な構成例を概略的に示すブロック図である。
【図８】医療機関情報テーブルのデータ構成例を示す図である。
【図９】医療機関情報並替部によって並び替えられた医療機関情報テーブルのデータ構成
例を示す図である。
【図１０】患者搬送先順位リストのデータ構成例を示す図である。
【図１１】本発明の第２の実施の形態に係る患者搬送先順位決定システムの構成例を概略
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的に示すブロック図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態における指令台サーバの機能的な構成例を概略的に
示すブロック図である。
【図１３】携帯端末の外観を概略的に示す図である。
【図１４】本発明の第３の実施の形態における医療機関装置の機能的な構成例を概略的に
示すブロック図である。
【図１５】本発明の第３の実施の形態における入退室管理テーブルのデータ構成例を示す
図である。
【図１６】本発明の第３の実施の形態における指令台サーバの機能的な構成例を概略的に
示すブロック図である。
【図１７】本発明の第３の実施の形態における医療機関情報テーブルのデータ構成例を示
す図である。
【図１８】医療機関ＩＤが並び替えられて順番が付加された医療機関情報テーブルのデー
タ構成例を示す図である。
【図１９】空時刻順番決定部の内部構成例を示すブロック図である。
【図２０】本発明の第４の実施の形態における医療機関の内部システムの構成例を概略的
に示すブロック図である。
【図２１】本発明の第４の実施の形態における医療機関装置の機能的な構成例を概略的に
示すブロック図である。
【図２２】本発明の第４の実施の形態における入退室管理テーブルのデータ構成例を示す
図である。
【図２３】本発明の第４の実施の形態における指令台サーバの機能的な構成例を概略的に
示すブロック図である。
【図２４】本発明の第４の実施の形態における医療機関情報テーブルのデータ構成例を示
す図である。
【図２５】本発明の第４の実施の形態における医療機関ＩＤが並び替えられて順番が付加
された医療機関情報テーブルのデータ構成例を示す図である。
【符号の説明】
【０１９１】
　１（１ａ、１ｂ、・・・）　医療機関
　２　消防本部
　３、５　通信ネットワーク
　４　救急車
　４０　救急隊員
　４１　携帯端末
　１１（１１ａ、１１ｂ、・・・）　医療機関装置
　１２　医師
　１３　パッシブタグ
　１４　処置室
　１５　出入口
　１６　エキサイタ
　１７　ロケーションレシーバ
　２１　指令台サーバ
　７１　通勤口
　１１１、２１１　通信部
　１１２、２１２　記憶部
　１１３、２１３　制御部
　１１４、２１４　ＣＰＵ
　１１５、２１５　ＲＯＭ
　１１６、２１６　ＲＡＭ
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　１２１　医師位置情報取得部
　１２２　入退室検出部
　１２３　空処置室判別部
　１２４　空処置室数取得部
　１２５　受入態勢情報送信部
　１２６、６１１、７１１　入退室管理テーブル
　１２６ａ、１２６ｂ、２２３ａ、２２３ｂ、６１１ａ、６１１ｂ、６１１ｃ、６３１ａ
、６３１ｂ、７１１ａ、７１１ｂ、７１１ｃ、７３１ａ、７３１ｂ　欄
　２１７　入力部
　２１８　出力部
　２２１　受入態勢情報受信部
　２２２　順位決定部
　２２３、６３１、７３１　医療機関情報テーブル
　２２４　患者搬送先順位リスト
　２２５　患者搬送先順位リスト送信部
　２３１　受入態勢情報記録部
　２３２　医療機関情報並替部
　２３３　患者搬送先順位リスト生成部
　４１１　表示部
　４１２　操作部
　４１３　アンテナ
　６０１　空時刻取得部
　６２１、７２１　空処置室数順番決定部
　６２２、７２２　同順判別部
　６２３　空時刻順番決定部
　６２４、７２４　順番組み合わせ部
　６４１　空経過時間算出部
　６４２　合計空経過時間算出部
　６４３　空経過時間順番決定部
　７０１　勤怠検出部
　７０２　出勤医師数取得部
　７２３　出勤医師数順番決定部
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